
紀伊水道域のカマス科Sphγ惚παP

魚類に1ついて　（1）＊』、

（1〉，アカカマスεが9廻θ％αカ’7～〃ガ5G」ntherについて（1）、

（豆）　ヤマトカマス8”g㌍αθ％α∫αρoπ’oαCuvier覧

Vale血ciennesについて（1）
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　詮え跡き
　この水械で漁獲されるカマス類は・7カカマスとヤマトカマスであって，この両魚種は南部日本に普通な

魚であるが・研究の対象となっ準ことは殆んど無く従って文献もない・吾々の調査水域における牛鱒に？い

ても・紀鰍道調査轄（馴醐単に隷ているの麺ある・搬には両魚概も表馳噸欝とさ
紋いるが，季節的に腫動融の触魚鰍なり，特にアカカ　は多少と調鞭獲力励瀦に袖

網を変えて剰綱風にしてさえ漁獲される程であるo

この報告の欄主に師6年7脚ロ召和27年7月まで大翻に8回に亘つ喉磯騨よつ
て得たものに依った。年令及び年令組成に就いては現在検討中である。その他

（1）　アカ鞄マスSp勾㌍8脇Pl％g％f8Gむntherにっいて

　分布・測游
　アカカマスが最も多く漁獲され分布が全水域に及んだのは【1月であり，3月には最も少く偉かに紀伊水道

。徳島側外域で見ら拠たう他の月も年間を通じて水域を異にして漁獲があった。

　この中主な分布氷域は，紀傍水道・徳島側外域で年間を通じて多少とも見られるが，外球（御島側・和歌

山側）では冬期に多く夏期に少レ㍉内域（播屡難・大阪湾・紀伊水道〉では反対に冬期には奪麗ないで夏期

に多獲される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　操業の月別・水域剛一細平均漁獲

　　第二表　＿網李均漁獲尾数（カツコ内は網数）　　　　　1尾数を第一表に零顔乏を孝の水域の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊度（abundancりの目安としたo
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　或る年級群が始めて漁獲の対称となるのは一才の9月であって・

でF．L・170－240㎜mの範囲のものが獲iれる。

勿論この場合，この獣字をその資

源量に，又この変化をそのまま魚群

の地理的移動に射応さサることは危

険であって，特にこの魚種が表層魚

とされている場倉生襲の雍化による

季節的な垂直移勲が煮えられ慎重を

要することであるが，’底曳の斌称と

なる限定された意昧．での豊度とし

て考察する。

（以下第一図参照）播灘磨及び大阪湾
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第1図　アカカマス体長分布
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　叉この月には二才以上のものが播磨灘・水道・徳島側外域で見られ濤o螢　嬉　　証鴨l

　l r耳峠各水域塗単じて年間で最も多く瞳れる時期で播磨灘・水道は特に多く，』F・．L・でモードを210ゆ

220〃流射るヰ群粧鮒⑩め激の上で比才厩紗い・吻撤属一才郡多いが混鮪
二塑上の多いのは徳島側外域℃あるσ

　之…から3月までは量的には急に少・く癒り特に内域では激しぐ播磨灘・大阪湾でぱ漁獲がなく，水道及び外

‘械で結稀であるb・‘

　3羽になるど此の傾向は更に強く1年間を通じて最も少ぐ宏り，水道で一才が徳島側外域で一才叉はヒ才

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒が稀に見られるび

5期後は蠣触内嫌向って卿する傾巾であるが・，互月には鱒と徳島聯域にヰ才・耳教之は

冬解回・廻越した華聯ずる互．が蹴る黛、，

　6琶月匙噸の顔期と目・さ泌力二・6月購22Q73恥紛賭以上の産卵群偲繍るもの淋
道と播屠灘に多くなり，大阪湾・徳島側外械にも僅かに見られ，ζの状態は量的に増すだけで7月も続くo

擁の盤の変化を通観菊と・6ソ月璽産騨鱒二才慰の聯水道畷麟に多く，唄引月
鱒一才灘之に加つて嚇となり・冬場はこの一才群錫摩駅節様毎登・之等鯨嫉・、律島賜

擁越冬し渡場騨蝉するど溺徳島賊爆的噺蓼噛辮畢呼ると恥碕．、
　0才群及び9月二迄の」才群の分布につい宅は何も分らなhJ

産 卵

　この魚種の産卵生態については何も分っていないし，卵・稚魚等の採集調査も行われていな硲めで，燥業

し恋費月¢）生物学的測定資料から産卵期髭2又その産卵期の分布状況から産卵場を推定ずることとする。・

．隼殖腺重量を体重で除した値は生殖腺の相対的な成長の度合を表わすもの．ど考えられるから；一・い　・

　　　　　　　　．〔畢瀬早〕聡車～，蚤1999＝梁警．、，

と酋での年醜化嘩堕て西・、r，　　　　　　　．、、、、
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で磨為が，ヲ月・．1月は総て卵原緬胞叉は卵

母細胞と見られるもののみでU50－3150

兜mの径を有するものが殆んどであり，6・
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似」三のmの変化及び卵径の予備的観察から産卵期は6・7月と見て誤りないであろうげ

’叉16－6，7月の分布状況から判断すると，主な産卵区域は水道環び播磨灘であると思われる6之は徳島醐k

灘。吉野川々口及び構湾等で多ぐ産卵される事謎経験的に知られて広るこどと矛盾ーしないo

（1）　ヤマトカマス8Pんyrα伽αJαpoπ‘6αCuvier＆Valenciennesについて

分布・湘游

　アカウマスの場合と同様にゲ網平均漁獲尾数を計算ナると第三表の通りで，夏秋に多く冬春に少い傾向で

あり，アカカマスに似ているo然し数の上ではアカカ、マスより遙かに少く，特に［月からσ月まではどの水

域でも全く漁穫を見なかったo
　　　　　　　　　　　　　　　　第三表　一網牟均漁獲尾数（括弧内は網数）
　7月には全水域に少数ずつ漁獲され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和歌山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大鵬「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳島外域1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紀伊水道　　　　　　　　　　　　　　　　　　播磨灘るが之は体長130～230肌mで主に一才　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外　　域
群と見られるものであるo　（以；下第三乎517月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．（す）o・2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）20。2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）2。3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）・2・6
図参照）9，月はごり算運の最も多準さ　　　9月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）60。8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）127。0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）9．8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）0。4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）』0．6れる丹酒あるが特に水道と徳島外械で　　　H月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　1．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）33。6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）22。2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）4．6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）は多く一モード240－250偽㎜のが殆んど　’521月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）’r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）　一
で之に300m鵬前後のものも混獲され　　3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　一
る。これ等の群の年令については分ら　　5月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
　　　　　　　　　　　　　　　　6月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）・一ないo又ζの月には：大阪湾で0才魚と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7川4‘7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）』71．8　　　　　　　　　　　　　　　　7月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）0．3
思われる目o～130〃mのものが漁獲さ

れたQこの外に大阪湾では，1才魚と思われる160－220〃轟恥の群が獲れて■る。播磨灘では大阪湾で漁獲さ

れる体長群の外に水道及び外域で獲れる240～250・陀馳にモードを持つものも璋れてい逢o『

　I　l月になると全般を通じて少くなり，徳島外域，永道以外は極めて少くなるo播磨難・大阪湾・徳島外域

では，9月に最も多獲された体長群が獲れるが，水道ではモードはむしろ少さくなり220m肌位となるo

　この簗冬場は全く漁獲がなく，その分布状態も分らないoこの魚種の産卵期は3月～5月と云われている

がそめ時期には全く漁獲がなく，又漁壁されるものの生殖腺は極く未熟のもののみで産卵に就いての知見は

何も得られなかったo

以上モカマス科魚類について知見を報告する。

御指遵と御校閲を賜った，福田嘉男技官並に林・川瀬・高尾・山口技宮に感謝します。
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Scia　enidae

N蓋bea　aYgeRta　　a

　　　　　　〈r産卵群について

意味ずけ

1952－1月
　！951－6月

20謝も少さく分解した成分では，
　これほ更に　合月におい

Ei重5P　〈『
．『蓼麹に
〆
r
咳
果 の巾がみられるのとナ
　ム　　　　　　　　　　パ

遡臥鵡
反影

・福瞬墜，

ぢ1詞．8レ

磯～世L）3

’識貯範囲砺加る塑と’F’
皮影

．擁灘取上げたもの學r、

’鎌鱒巴鞭
　』諺予想貫れ垂発生後は…

．蒸譲雛　一

・麟讐灘警の検出吻
　∫・平均漁獲　数…

　　　　　ハ　妙くとも（Figi）にかがげた｝

a）月，。海区

、櫓群諺均遜が…

、局海区・

背鰭軟条数の一平均値

平均値ヵ曳25．5以＿L

未々の肇　．

季鰍、l　l
　！欄外）

　・体重による…

　（シ・グチr951年級’5ピ年1月）

竺る三と（Tablel2）

性比

γ

正

　Sciaenidae

　Nibea　argentata
　　　　　　　噌　　　

、　．

　産卵i群に影いて

　意昧づけ

　1952－3月・

　195i－l　l月

　20nm少ざくL分解した成碕では’

こ魂轄II・⊥脈紳
，Eig5

冬弊…．

　匹に変動巾力珂成みられるのζ，
　　びず　い　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　

判断し癒。

　反映

　個体遜き
βh？・ラ，工

GW！（Tみ）3

　可邸噂囲堕翻のとr
反墜　　、・

、r舞こ鞭上げ届鱒
7多様怪隼罵満度

　と予想登．れ発生後は…

，鷺篶誰包は．．．

　トル、

　平均漁獲尾数
　　　　一　トル

　「月海区」
、．魚群の均貿墜力｛…

　需海区」、

　背鰭軟条数の平均値

．平均値潜25、5以下

　夫々季

季節ド4和
｛轟翻月・騨6・7月は｝

　．・体長による…

　（沖グテ隔鞭’警明）
一作るとITablel2）

　涯「比
　9（％）
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　　56
　　56
　　55
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　　62
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上5
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誤

…はじめに資料は…

最少限度21．凶

　一訂能精　も考えら

　　　　ハ形質の変異は

形質の変質の…

Nibをanibe士emmin6ketSch翌egel

　　　I952一し月・
　　　一；大阪鐙』

R＝0．3277十〇．014851、

平均をとると，　1で3．2mm

大体分離しているoるものと思われる

　（G。W／（T．L）3

360，　480，　400

　G．W　　　＿50．1　（TL）3

　G・W＝4．o
　（T・L）3

ロ相当数

郷繭の底曳纈業と其鞭

丁．＆S。

　ケ
尾鰭基部
長サ（f㎡）

最終輪（Vmax）

聖
マダイのSaock
I　OO♪　200，　200

15）満4才）

　（Forska1）

をm群とし，両群

　（雌雄が逆）

50～100％

7月になってだけが
聾（体長・体重の図の卵数の単笹はrO万）

その混合等に

9月12日，第四綱大阪湾…

Fig3イ末ダイの体長組成の分解

（Fig3）

…範囲が拡いためか…

・∴30～40mmに及び…

・・多いが・＿体長が100mmに…，

正

・・はじめの二資料は…

最少限度25．1～

一可能性からも考えら

形質は

形質の変異の…

Nibeanibe　（JordanetT血ompson）
　雄　1952－i月
　　　大阪湾
　雌
R＝1』1035十〇、297L

r星で3．2mm

大体分離しているものと思われる

G．w／（T、L）3×【06

360　　380　　400
　，　＿》

　G．W　　　　×106＝0．1
（T．互、）3

　G。W　　　　×106ロ4。0
〈T・L）輩，

I　l月に相当数

支那東海黄海の底曳網漁業≧其資源

（Temminck　eセScむlgel）

　　　　ケ
尾鰭叉部’（Fork　length）

長サ（rm）

最終輪（mfax）

Il．3　　　　　　　　　。

マダイのStock
’100，　2QO，　300

15（満4才）

　　　の　（Forskal）

をm群とし塗堕＝L月d堕）の両群

50－60％

7月になって雌だけが

その混合に

9月12日第四網2＿零阪湾1・・

Fig三
（Fig4）
…範囲が広いためか…

30～40mmに及ぶ…
・・多いが，屡次体長が100mmに撃

3




